Talking about Professor Mizota by 田口 冬樹
溝田先生と初めてお会いしたのは，確か今から３８年ほど前に遡る。これからその思い出を語ろう
と思う。
私は経営学部の助手であったころ，溝田先生は専任講師として京都の立命館大学大学院を修了し
て経営学部に赴任してきた。比較的専門分野が近いことと，どちらも企業や産業の実態調査・研究
に強い関心を持っていたこともあって，企業の工場見学や行政の担当者へのインタビューにご一緒
させていただき，ことあるごとに見聞を広めることで意気投合して，調査の終了時には必ずといっ
てよいほどそれぞれの調査の印象や研究課題を語り合う飲み会になった。そのときには，商学部の
大西先生やすでに現在はご退職されている経済学部の水川先生とも一緒であった。この４名のメン
バーがほぼ同じように企業研究で一緒の行動を取るようになったのには，経営学部で当時，技術論
や資源論を担当されていた黒岩先生の存在なしには語れない。
当時，黒岩先生は，経営研究所の中にわれわれ若手（もちろんその当時の若手）のために，現場
を知る研究会を立ち上げてくださった。そこで，経営研究所の活動の目玉の一つとしてグループ研
究を組織して，夏休みや春休み期間中にほぼコンスタントに全国の企業の工場や地方自治体などを
こまめに訪問し足で稼ぐ研究を体験することになった。その推進役になったのが溝田先生であり，
当時，先生の研究関心の多くが鉄鋼業だったこともあって，真夏の炎天下に，鉄が煮えたぎる溶鉱
炉を横目に工場内を長時間歩かされる羽目になったり，真っ赤に焼けた鉄の塊がすさまじい勢いで
薄い板に圧延される工程を見ながら，その迫力に圧倒され，それにいやがうえにも鉄の役割の大き
さを考えさせられることになった。
先生の研究は大学院時代からアメリカの鉄鋼業の経営史研究，とくに USスチールの形成や発展
に大きな関心が向けられていたように思う。もちろん日本の新日鉄（現在は新日鉄住金），川崎製
鉄（現在は JFEホールディングス）はじめ主要な高炉メーカーの経営やそのユーザーである造船
業にも常に注意を払って，日本と米国の比較に取り組んでいたように思う。立命館大学大学院経営
学研究科で第一号となる経営学博士の学位を取得して，当時の経営学部の教員の中でも博士号の学
位を持っている教員はごくわずかであったため，私にとっても研究の大きな励みになり，その後さ
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まざまなサポートをいただいた。先生のその成果はアメリカ鉄鋼業，とくに USスチールの経営史
について膨大な資料を丹念に検証した内容で，ボリュームのある上下２冊の専門書となって出版さ
れた。その後も研究の勢いは止まらず，造船，自動車そして航空機などの産業さらには中小企業の
実証分析などの研究成果を着実に生み出していった。企業訪問や工場見学に出かけては，担当者に
実に根気よく徹底して聞き出すので，その研究姿勢は私のようにシンプルな性格で成り立っている
者にとっては，とても啓発され，学ぶことが多かった。
学部教授会でも実に，正義感にあふれた発言が多く，縁故入学や入試制度などの問題にも常に正
論を堂々と述べる姿には，どこからそうした問題意識やエネルギーが生まれるのかと感心すること
もたびたびであった。最近は教授会であまり発言する姿を見かけなくなったが，入職数年後には，
自身の昇格をめぐって，当時の学部長と大喧嘩をしたことがあり驚いたことがある。とにかく筋を
通す性格の研究者であるという印象を強くした。
専門が鉄鋼業や造船業ということもあって，溝田先生が在外研究に出るための研究機関を選定し
ているというので，アメリカのイリノイ大学を推薦したことがあった。丁度そのころ私がイリノイ
大学のマーケティング教授のロバート・E・ワイガンド先生とショッピングモールの共同研究をし
ていたこともあって，ワイガンド先生が来日の際に，溝田先生を紹介しようと，自宅にお二人を招
待したことがある。ワイガンド先生の自宅からは離れたところであるが，隣の州になるインディア
ナ州のゲイリーという都市は，そもそもその地名が USスチールの経営者エルバート・H・ゲイリ
ーの名前から付けられた地域だけあって，USスチールの工場などを中心に製鉄業で発展したとこ
ろなので，私も幾度か訪れたこともあり，時間をかけて工場見学に出かけてはと話したことがある。
結果的には，溝田先生が在外研究先に選んだのは香港大学であった。今思うと，その選択はとて
も先見の明に満ちており，的を得たものであった。最近，アメリカから中国やアジアへのパワーシ
フトが発生しているが，最初のきっかけとなったのはアジア NICs，後に NIEsといわれた香港，
台湾，韓国，それにシンガポールといった「アジアの四小龍」の国々での製造業，貿易，港湾物流，
金融など産業化の力がグローバルな影響力を生み出すようになったことが要因となっている。それ
は，さらに東西冷戦の解消によって，共産圏の市場経済化とアジア新興市場の形成を背景に生産拠
点や労働力の活用が活発化し，国際経済の枠組みが大きく変化する時代に香港に赴いて直接その動
向を体験していたからである。
その後，中国からいっそう多くの留学生を大学院研究室で受け入れるようになったのもこうした
事情が影響したと思われる。溝田研究室には当時，学部・大学院の両方で，多くの中国からの留学
生が集まっており，日本語と中国語の会話が飛び交って活気に満ちていて，多くの留学生が研究室
から巣立っていった。その国内外の卒業生のネットワークはとても親密な関係で維持されており先
生の貴重な財産になっている。
すでに先生の研究関心は，重厚長大な戦略産業にとどまらず，「小さな世界企業」というユニー
クな企業コンセプトを提起していたが，こうした香港や中国での研究生活を通していっそう内容が
強化されたように感じている。このコンセプトは世界シェアの高い日本の中小企業の活力がどこか
ら生じるかを実証的に明らかにしようとしていた。日本の成長する中小企業やベンチャービジネス
の具体的なイメージを描き出し，その活力の源泉を探り，グローバルな市場で羽ばたいている姿を
類型化するという意欲的な研究を進めてきた。経営研究所，神奈川県，川崎市，経営学部共催によ
る「地域と大学を結ぶセミナー」では常に日本とアジアを焦点に据えた講演や研究活動に取り組ん
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で大学の地域貢献をリードしたといえる。常にスケールの大きな研究テーマを持ち，改革にも挑戦
した。経営学部でのインターシップ制度の導入では，一緒に産能大まで調査に出かけたこともあっ
た。大学院の社会人入学制度などに積極的に取り組み，現状に甘んじないで行動力を発揮してきた。
溝田先生と３８年ほど前から今日までお付き合いさせていただいて，公私ともに，実に多くの刺激
とお知恵をいただいてきた。ある時は，大激論し，あるときは大笑いし，感動を受け，私にとって
は大きな存在であり続けている。かなり前から住居を伊豆に構え，そこから大学まで通勤するよう
になった。農業をこよなく愛し，さまざまな作物を育て，ある時はその収穫のおこぼれにあずかる
こともあり，九州で育った先生と東北で育った私との生活の時間軸や価値観の違いを大いに実感し
てきた。あらためて，これまでのご厚誼に感謝いたします。
３８年という歳月の過ぎる速さに驚かされるが，溝田先生にはいつまでもご健勝でスケールの大き
な研究テーマに果敢に挑戦し続けていただきたい。
（２０１３年１１月１日）
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